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G7サミット首脳会議反対闘争への連帯メッセージ

AWC韓国委員会

韓国の労働者・農民は 2008年に、日本の北海道洞爺湖で聞かれた G8サミット首脳会議に反対する遠征

闘争に参加する過程で入国禁止にあい、そのまま北海道の空港に抑留された後、韓国へと強制的に送り返さ

れた経験があります。 8年が過ぎた今、直接の抗議行動に参加できず非常に残念ですが、日本の同志の皆さ

んの闘争を支持して連帯メッセージを送ります。

来る 5月 26日""'27日、日本の三重県、志摩市にある賢島で第 42回 G7首脳会議が開かれます。この会

議で議論されるという「対テロ行動計画Jとは、帝国主義国家の対テロ戦争の拡大であり、「海洋安全保障

に関する議論j とは、対中国包囲戦略を核心とする帝国主義戦争計画です。

世界資本主義体制は、 2008年のアメリカ発の金融・経済危機のあとも不安定な状態が続いています。先

進資本主義である G7諸国は、資本主義体制の恐慌の危機を克服するために新自由主義政策を拡大していま

す。これは全世界の労働者・民衆に犠牲を強要する道です。

平和憲法に背いたまま、戦争法制を成立させた安倍政権は、日本で開かれる今回の G7首脳会議を通じて、

日本を帝国主義列強のなかに位置づけ、日本の自衛隊を国際的な対テロ戦争に直接参加させよう kしていま

す。合わせて天皇制を強化するための機会にしようとしています。

今回の G7首脳会議では、核心的テーマである対テロ行動計画を名目として、各国で圏内治安弾圧体制を

強化しようとしています。韓国でも野党が 2月 23日から 3月2日まで、実に 192時間 25分の無制限討論

(フィリパスター)によって阻止しようとしましたが、 f国民保護と公共安全のためのテロ防止法Jが国会

を通過させられました。

安倍政権は、 G7首脳会議反対運動に対するむき出しの弾圧を継続していますo 5月初めに、身体捜索令

状を通じて 10人もの携帯電話を押収し、数日前には日本圏内で活動している米軍Xバンドレーダー基地に

反対する実行委員会やG7サミット首脳会議に反対する実行委員会が主催しようとしている会議を口実にし

てAWC日本連絡会議の活動家 3人を拘束しましたc

これに対し AWC韓国委員会は、日本の諸国体と同志たちが行う G7サミット首脳会議反対闘争に、次の

ような要求を込めて、支持と連帯を送ります。

一私たちは、今回の G7首脳会議で議論される対テロ戦争の拡大と、帝国主義侵略戦争計画に反対する。

一私たちは、多国籍企業と超国籍金融投機資本の利害を代弁する新自由主義政策を押し広げよう止する狙

いに対して反対する。

一私たちは、帝国主義の対テロ戦争を口実として、各国で広がる治安弾圧体制に反対する。

一私たちは、安倍政権がもくろむ帝国主義侵略戦争に反対する。

一私たちは、 G7サミット首脳会議反対運動を展開している日本国内の AWCなど平和活動家に対する弾圧

を糾弾し、逮捕者を直ちに釈放することを要求する。


